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今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
６

件
の
議
案
、
市
長
か
ら
22
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議

案
の
内
容
及
び
議
会
に
お
け
る
議

決
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
制
定

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
及

び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

促
進
に
関
す
る
条
例

　

自
治
体
が
率
先
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
化
を
図
り
、
中
長
期

的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
計
画
的
に
取
り
入
れ
、
市
民

が
恒
久
的
に
安
全
で
安
心
で
き
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
及
び
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進

に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
公
布
の

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
が
、
各
種
施
策
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
示
す
基
本
計
画

は
、
平
成
25
年
度
中
に
策
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。議
会
で
は
、

多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、本
条
例
可
決
後
に
、「
鎌

倉
市
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
及
び

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
の
附
帯
決
議
に
つ
い
て
」（
左

欄
に
掲
載
）
が
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
総
合
計
画
条
例

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
運

営
を
図
る
た
め
、総
合
計
画（
基
本

構
想
、
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画

で
構
成
さ
れ
る
計
画
）
の
策
定
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
三
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
二

期
基
本
計
画
後
期
実
施
計
画
（
以

下
、
後
期
実
施
計
画
）
の
推
進
を

財
政
面
で
支
え
て
い
く
た
め
の

「
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
市
長
提
出
議
案
）」
の
可
決
を
受

け
、
本
市
議
会
と
し
て
も
財
政
面

で
の
貢
献
を
目
的
に
、
今
任
期
中

に
お
い
て
、
市
議
会
議
員
の
報
酬

月
額
等
に
つ
い
て
４
パ
ー
セ
ン
ト

の
削
減
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

後
期
実
施
計
画
の
推
進
を
財
政

面
で
支
え
て
い
く
た
め
、
職
員
の

給
与
を
暫
定
的
に
削
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
本
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
の
間

の
職
員
の
給
料
月
額
に
つ
い
て

は
、
現
在
条
例
で
定
め
て
い
る
給

料
月
額
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
給
料
月
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
職
務
の
級
に
応
じ
た
割
合
を
減

じ
た
額
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
そ
の
他
諸
手
当
等
に

つ
い
て
も
減
額
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
次
の
補
正
予
算
議
案
を
、
議
会

で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

本
年
８
月
か
ら
実
施
す
る
職
員

給
与
の
暫
定
削
減
等
に
係
る
給
料

月
額
の
減
額
、職
員
手
当
の
減
額
、

地
域
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
下

げ
に
伴
う
減
額
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
市
民
が
持
ち
込
む
食
材
の

放
射
線
量
測
定
業
務
に
係
る
委
託

料
の
追
加
な
ど
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
５

億
３
３
４
９
万
８
千
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
５
４
７
億

３
６
２
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

市
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
等
の

削
減
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
と
も
に
５
４
０
万
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
５
４

７
億
３
０
８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
補
正
予
算

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
５
特
別

会
計
補
正
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

本
年
８
月
か
ら
実
施
す
る
職
員
給

与
の
暫
定
削
減
に
係
る
職
員
給
料

の
減
額
な
ど
の
内
容
で
、
減
額
補

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

副
市
長
の
選
任

　

市
長
か
ら
副
市
長
の
選
任
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し

ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

瀧
澤　

由
人
氏（
茅
ヶ
崎
市
在
住
）

　

瀧
澤
氏
は
、
都
市
整
備
部
長
、

拠
点
整
備
部
長
、
経
営
企
画
部
長

な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
６
月
14
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

議　　案　　等 議決
結果

会　　派　　名
無
所
属

神
奈
川

ネ
ッ
ト

日

本

共
産
党

鎌

倉

み
ら
い

公
明
党

鎌
無
会

か
が
や
く

鎌

倉

民
主
党

条　
例

第６号 鎌倉市総合計画条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第９号 鎌倉市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

第14号 平成24年度鎌倉市一般会計補正予算（第１号）
（職員人件費暫定削減に係る減額等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第22号 平成24年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）
（議員報酬等暫定削減に係る減額） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

第20号 鎌倉市副市長の選任について 同意 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ △

議
会
議
案

第１号 鎌倉市省エネルギーの推進及び再生可能エネル
ギー導入の促進に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

第２号 建設業従事者のアスベスト被害者の早期救
済・解決を求めることに関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５号 鎌倉市議会議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６号 鎌倉市省エネルギーの推進及び再生可能エネルギー導入
の促進に関する条例の制定についての附帯決議について 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● △

請
願第１号 岡本保育園の耐震強度確認と対策実施の早期

化についての請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　△多数賛成　●反対

議決された主な議案等

※�会派とは、市政に対して同じ考え方、意見を持つ議員の集団のこと
をいいます。本市議会では、代表質問を行ったり議会運営委員会の
委員となる、いわゆる議会運営上の交渉会派は所属議員２人以上と
しています。

各会派所属議員
� （○印は代表者、括弧内の表記は略称）

神奈川ネットワーク運動・鎌倉（神奈川ネット）
　○三宅　真里、石川　敦子、太田　治代、石川　寿美
日本共産党鎌倉市議会議員団（日本共産党）
　○吉岡　和江、高野　洋一、小田嶋　敏浩、赤松　正博
鎌倉みらい（鎌倉みらい）
　○前川　綾子、伊東　正博、渡邊　昌一郎、池田　実
公明党鎌倉市議会議員団（公明党）
　○納所　輝次、西岡　幸子、大石　和久
鎌倉無所属の会（鎌無会）
　○髙橋　浩司、長嶋　竜弘、安川　健人
かがやく鎌倉を創る会（かがやく鎌倉）
　○中村　聡一郎、久坂　くにえ、山田　直人
民主党鎌倉市議会議員団（民主党）
　○岡田　和則、飯野　眞毅

無所属
松中　健治、千　一、渡辺　隆、中澤　克之

　
市
の
総
合
計
画
実
施
に
向
け
、

不
足
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
た

職
員
給
与
の
暫
定
削
減
の
条
例
が

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
議
員
も
今
任
期
末
ま
で
報

酬
削
減
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
数
字
の
み
で
は
限
界
の

あ
る
話
で
す
。
こ
の
財
政
状
況
下

で
何
を
優
先
・
選
択
し
、
い
か
な

る
手
段
で
市
民
の
方
の
声
に
応
え

て
い
く
の
か
、
本
質
的
な
議
論
が

必
要
と
痛
感
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
子
ど
も
を
テ
ー
マ

と
し
た
一
般
質
問
が
数
多
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
国
会
に
お

い
て
は
子
育
て
施
策
を
含
め
た
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
法
案
の

審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
育
て
環
境
が
一
足

飛
び
に
良
好
と
な
る
期
待
感
を
持

つ
の
は
難
し
く
、
各
自
治
体
が
次

世
代
の
育
成
施
策
を
よ
り
充
実
・

推
進
さ
せ
な
け
れ
ば
、
と
い
う
切

実
感
が
各
一
般
質
問
の
根
底
に
横

た
わ
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。�

（
久
坂
く
に
え
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長　
太
田　
治
代

　
副
委
員
長　
長
嶋　
竜
弘

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
飯
野　
眞
毅

　
委　
　
員　
久
坂
く
に
え

　
委　
　
員　
渡
邊
昌
一
郎

　
委　
　
員　
小
田
嶋
敏
浩

編
集
後
記

　本条例については、昨年３月11日に発生した東日本大震災を
踏まえ、自治体が率先してエネルギーの安定化を図り、省エネ
ルギーの推進及び再生可能エネルギーの導入促進を目的とし
た、理念的条例となっている。
　それだけに、議会として、鎌倉市が具体的に推進する施策な
どについて十分な調査・審議を行い、制定後、実効性ある施策
の取り組みにつながるよう対応することが、立法機関である議
会の責任であると考える。
　よって、条例制定後は行政任せではなく、基本計画策定に向
けて、議会みずから調査・検討を行うなど必要な対応を積極的
に行うべきである。
　以上、決議する。
　　平成24年６月28日� 鎌 倉 市 議 会

鎌倉市省エネルギーの推進及び再生可能エネルギー
導入の促進に関する条例の制定についての附帯決議

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

議
員
在
職
35
年
表
彰

及
び
15
年
表
彰
を
受
章

　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全
国
市
議
会

議
長
会
第
88
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
松
中

健
治
議
員
が
議
員
在
職
35
年
以
上
特
別
表
彰

を
、
岡
田
和
則

議
員
が
議
員
在

職
15
年
以
上
一

般
表
彰
を
そ
れ

ぞ
れ
受
章
さ
れ
、

伊
東
正
博
議
長

か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。


